
ギャンブル依存症（病的賭博）をつくる国の“罪”
１．ＷＨＯ（世界保健機構）を含む世界の医学界は、ギャンブル依存症（病的賭博）が存在し、その発生抑止と治療回復体制を必要と認めている。日本も今やアルコール依存、薬物依存、そして病的賭博を典型精神病の統合失調症、うつ病と同様に適切な精神医療を受けられるようにすべきという点で、医学界と医療行政（厚労省）も一致している。
　　実は、病的賭博についての厚労省が調査・検討は、精神医療対策の遅れたアルコール・薬物よりもさらに遅れた。2007～2009年の厚生労働省の委託科学研究「わが国における飲酒の実態ならびに飲酒に関連する生活習慣病、公衆衛生の諸問題とその対象に関する総合研究」のなかで肯認されて以来である。2008年の厚労省の委託研究では、7500人を調査してそのうち男9.6％、女1.6％がギャンブル依存（病的賭博）にあると報告されていた。
日本は、病的賭博の治療、回復問題としても先進欧米諸国より数十年遅れていたのである。ここまでには、民間医療世界でその病気の存在と治療、ケア体制の必要性を訴えてきた患者、家族、ＮＰＯと先進医師らの苦闘があった。かつて政府は病的賭博者はその者が犯した犯罪を司法的に処理するだけであった。
２．2007年、薬物乱用、アルコール依存、飲酒運転と共にこれによる自殺対策が求められた。そして、薬物依存への医療や回復支援に、病的賭博も並んで自殺対策から医療支援、遺族支援を含めて検討された。医師、家族、支援員による検討会が、2012年11月29日（第1回）～2013年3月28日（第6回）まで行われ、3月28日、報告書（以下、2013報告書）が作成されている。
2013報告書では、病的賭博者はアルコール依存症などと比べても著しく医療機関の受診が少ないとある。その理由として、①患者本人も依存症認識がない、②家族や関連社会も相談すべきところが分からない、③行政機関でさえ医療機関を紹介できない、④医療機関や知識を持つ意思も少ない、そして医療を提供する側も治療中断や回復困難で消極的であるという。
うつ病と異なり、ギャンブル依存症に「治療薬」はない。そして相談や医療カウンセリングでは、投じた治療ケアに見合う報酬を得られない医療経済事情もある。
覚せい剤や違法薬物は、その使用・所持が犯罪とされる。覚せい剤でいえば、販売業者や大量所持使用は実刑、少量使用の検挙では1回でも必ず立件起訴され、懲役1~2年と執行猶予2~4年の刑に処せられる。そして2回目の検挙ではほぼ確実に実刑となる。執行猶予中にも一定の「監視」機能が働く。しかし、ギャンブル依存症の場合、違法賭博を除き司法的な検挙もない。
宝くじ、パチンコ、スロットを含め公営賭博、公認賭博の下で破綻しても、賭ける個人の非行としか捉えられていない。そしてパチスロ事業を含め公認賭博業者は、病的賭博者をも「いいお客」としてしか考えてこなかった。さすがに全国に1万数千店のパチンコ店や機器メーカーの一部は200万人といわれるギャンブル依存症者とその家族のために「電話相談コーナー」を開いたが、利用者は著しく少なく客観的には有効性もない。この対応のあることを評価する者もいるが、そのレベルは対応をしていますという「言い訳」のための対応といえる。
国は、①総務省監督下の宝くじ、②文部科学省監督下のサッカーくじ（toto）、③農林水産省監督下の競馬、④国土交通省監督下の競艇（モーターボート）、⑤経済産業省監督下の競輪、小型自動車競争の公営賭博と、⑥風俗営業というも実質賭博のパチスロを監督する警察庁というように、実は賭博依存症を生み出し、継続させる事業者を指導する側の地位にある。
これら公認賭博を経営する地方自治体や組合は、いわば依存症の「メーカー」なのである。
３．ギャンブル依存症の本人は、自己の金員を費消して生活破綻したり、厚労省もいうように自殺者となって自ら最大の被害者となる。しかも、本人だけでなく家族、知人、友人から借金したり、詐欺や盗犯者となったり、放火殺人など重大犯罪の原因者となって他にも被害をもたらす。
　　多額の賭け金の出処を視ると、賭けに使用してはいけない金であることが多い。一方、業者は賭け金の出処も問わず、多いことを歓迎し、払戻金がどう適法に処理されるか、脱税、マネーロンダリングがないかをチェックもしない。誰がどれだけ儲けたか損をしたかも全て「闇」にできるのが現行の賭博である。そして、客はただ射倖心から勝った時の快楽に酔おうとするのである。
　　今や公営ギャンブルは、スポーツやゲームそのものを楽しむ付加的な娯楽場ではない。公営競技というもウイング、ボートピア、サテライト等場外施設やインターネットでの券購入によって支えられた賭博が中心である。宝くじ、totoも全国の街角で売られ、しかも年に数度どころか毎月毎日賭けられるロト、ナンバーくじ・スクラッチくじで日常化し、売上を伸ばす店売り競争がなされている。
　　ギャンブルの普及は、今企図されている観光客誘致の手段というカジノとしても導入されようとしている。
４．ギャンブルは、国民全体を預金者より投資者、投資者より投機者にするという経済システムの下、インターネット（オンライン）取引まで拡大してまで勧められている。
　　まず、宝くじやtotoは、パチスロと並び国民のギャンブル依存を底支えしている。そして、投機経済を煽るアベノミクス等の金融経済策までギャンブルを是とする「洗脳」「教育」システムになっている。ＮＩＳＡ（Nippon Individual Savings Account少額投資非課税制度）も100万円までは投機で儲けても非課税とするという誘いで、今まで参加してこなかった国民を株式投機というギャンブルに引き入れるものである。もちろん、株の投資・投機は損失のリスクも伴う賭けである。このＮＩＳＡでも儲けるとギャンブルで勝ったのと同様の快感が植え付けられるだろう。そしてその快感を追いかけて株や商品先物取引にまで投機する病人が増えるであろう。
５．国は現行の公営賭博（競技）でもギャンブル依存症を「生み」「拡大」「継続」させる「罪」を犯している。
　　厚生労働省の検討会は、病的賭博者を含む依存症と自殺対策について、(1)本人や家族の相談できる体制、(2)医療機関、行政、自助団体の連携体制、(3)医療体制、(4)当事者状況に応じた回復プログラム整備、(5)本人・家族の支援体制をいう。
　　しかし、その体制整備の必要性をいうも病的賭博については必要な医療機関は極少ないというだけで内容が薄い。報告書自身「検討会ではそれぞれの疾患の特有問題について十分に議論する時間をとることができなかった」としている。いわば依存症という病気に必要な体制をいうだけの検討で、厚労省の無策をいうものである。
　　覚せい剤など薬物中毒には、国民に薬物が出回ることを禁ずることが第一とされる。必要な薬物でもその処方は厳格に取り締まられる。アルコールは完全禁止はできないが、人、時、場所、機会による規制で依存症の発生抑止が第一である。その上にアルコール依存症の治療がある。病的賭博も病気の発生を抑止することこそ第一である。酒は食用として完全飲用は禁止できない。だが、賭博は病的賭博になる可能性のある利用の制限が必要である。その第一は賭客の登録制と不適格者の排除である。その第二は資金、賭け金、賞金の制限、その第三は時間と場所の制限、その第四は場外券売場、インターネット販売の禁止、その第五は換金・賞金の源泉徴収と申告義務である。そして、全てのギャンブルは健全娯楽としての「遊びの範囲」にすることである。
ところが国は、その一部ですら制限せず野放図が公営賭博を許している。まず国や自治体は病的賭博を生み出し、貧しい人の賭け金から収奪する事業主としての「犯罪」をやめるべきである。また、賭博を正しく取り締まるべきである。
厚生労働省の検討会には、内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付青少年環境整備・総合調整第１担当や法務省保護局保護課のオブザーバーはいる。しかし、報告書にはこの点について論及は全くない。ギャンブル依存症の「病原菌」を撒く者に一切触れずに「治療法」を語るのは、「大気や水の汚染源」を取り締まらず健康回復法の困難さのみ検討するのに似ている。
「報告書」は「依存症の効果的な治療薬の開発についても期待されるところである」とも記載しているが、私たちに言わせると最も効果的な「賭博の治療薬」は賭博の人、時、場、機会と金の制限とコントロールである。
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ギャンブル自治体の公益性
　今、カジノ誘致を目指して全国の自治体が動いている。自治体が市民に賭博を開帳して収益を得るというのは、憲法92条の自立的な財源を設立を認めた地方自治に反する邪道という他ない。賭博は自治体財政不足のために「正当化」されてはならない。
　1949年以来の宝くじは、その後変遷を重ね、全国47都道府県と名古屋、大阪、京都、神戸、名古屋、福岡、横浜、川崎、札幌、仙台、千葉、浦和、広島の13政令自治体の全国宝くじと「東京」「関東・中部・東北自治」「近畿」「西日本」の4ブロック宝くじ、さらに北海道、栃木など単独自治体が発売元となる宝くじである。
この収益金は全国の市町村から外郭団体にまで流れているが、その実態の透明性を欠く。また外郭団体「日本宝くじ協会」等に利用する金は、宝くじ普及費である。そして宝くじは、全国の自治体への環流金方式を利用して、自治体自体を普及協力団体にしている。
　宝くじ収益金は、今や全国の自治体にとってそれがなければ地方財政が維持できないものではない。しかし、その事業に絡む利権関係ができてズルズルと「貧者への課税」を続けている。
　宝くじの売上は年1兆円で、うち40％が収益金となるから、全国では4000億円の収益源となっている計算にはなる。1兆円を市民に買わせて、1500億円は業者の「手数料経費」になる。4500億円を購入者の一部に著しく射倖的な分配をしているにすぎない。収益の4000億円は、金持ちを含めて国民一人当たり年4000円に相当する。これにより福祉効果を上げられることより、貧者からその数百倍を収奪する害の方が大きい。
　次に公営競技を考える。1948年以来の競馬、競輪、1951年以来の競艇には自治体が深く関係する。地方競馬は25箇所あった。北からいうと2002年時では、北海道（札幌、帯広、旭川、岩見沢、北見、門別）、岩手県（盛岡、水沢）、山形県（上山）、栃木県（宇都宮、足利）、群馬県（高崎）、埼玉県（浦和）、千葉県（船橋）、東京特別区（大井）、神奈川県（川崎）、石川県（金沢）、岐阜県（笠松）、愛知県（名古屋、中京）、兵庫県（園田、姫路）、広島県（福山）、島根県（益田）、高知県（高知）、佐賀県（佐賀）、熊本県（荒尾）でなされている。これらの多くは道や県内の市町区の組合である。
　かつては大阪府（大阪長居、春木）にも競馬場が存したが今はない。収益悪化の現状に環境、教育の問題まであれば廃止が自然の流れである。そして2013年時点で札幌、旭川、岩見沢、北見、上山、宇都宮、足利、高崎、中京、福山、益田、荒尾12箇所が廃止・休止している。地方競馬の売上は5000億円を切って長く、今では売上で自治体がその収益金を得るより、負のコストの方が圧倒している。
　競輪、ボートレースも「赤字」だらけであり、公営競技は今や「公益性」どころか「公害性」事業である。
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賭博と哲学　　　　　遊びと賭博①
１．ギャンブル依存症を「生まず」「増やさず」「治癒する」のがギャンブルオンブズマンの目的である。しかし、賭博は人間の本性に由来し、権力者がこれを禁じても無くならないし、むしろ賭博を肯認して良きコントロールをすることが正しいという意見もある。
　　それが例外的な公認の競技（競馬、競輪、競艇、オートレース）や宝くじ、totoの収益で税と同じ公共事業に使うことは正当化できるという理由となった。しかし今、日本はＩＲ特区という手法で本格民営賭博を積極的に導入しようとする動きにあり、改めて賭博が日本社会にとってどうあるべきかを考える時にある。
２．今回は、賭博を人間の遊びの一つとして肯認する論者がよく引用するロジェ・カイヨワの「遊びと人間」（1958年刊）を参考にして賭博を考えてみたい。
　　「遊びと人間」は、遊びを人間という存在の中で不可欠かつ重要なものと位置づける。遊びは事由や自発的活動、喜びと楽しみの源泉だからという。「遊び」は①自由で、②限られない時空で、③未確定な、④非生産的な、⑤規則（約束）あるもので、⑥日常生活にない虚構の活動というのである。
　　だとすれば、⑥の日常生活を左右させるまでの賭博は遊びから逸脱したものといえよう。
　　次に、「遊び」は多種多様だが、①競争、②偶然、③模擬、④めまいの役割のいずれかの優位を占めるという。①はゲーム、スポーツの競争で遊びの大きな位置を占める。②の偶然はサイコロ遊びのように遊技者の力の及ばないこと、それがいわゆる実力の支配する競争と対置して意味を持つ。③は様々なマネで人の遊びの根本にある。④は感覚の狂い、我を忘れる熱狂までを含むというのである。
　　この「遊びの分類の定義」を賭博に適用すると、宝くじは②の偶然そのもので、公営競技は予想を通して競技する。もちろん賭博ゲームは①の競争に②が一部含まれている。しかし、賭博には予想における模擬・マネが働くように仕組まれているものが多い。そして、めまいはよく考えるとビギナーズラック等から始まる賭けに勝ったときの「快感」という「めまい」状況といえるのではないか。すなわち、賭博は①～④の全てにわたる遊びの要素を含み、いわば人を遊びに誘い、依存症にまで引き入れるのである。
　　パチンコやスロットは、やる者の技術や競争心をくすぐり、大当たりを期待させる偶然性で遊ばせる。今ではストーリー性まであるゲーム機の導入によりそのゲーム中に模擬体験させつつ、やりたい、やめられないというめまい感覚で病的化させるゲームなのである。
　　このように考えるとカジノの賭博ゲームには、単に②の偶然性で遊ばせるだけでなく、実は「めまい」という異常感覚に引き入れることで成り立っているといえる。
遊びと賭博②
現在の人類はホモ･サピエンス（知性を持つ人）と呼ばれる。そして、ホモ･ファベル（作る人）という呼び名も使われた。
これに対し、ホイジンガはホモ･ルーデンス（遊ぶ人）を提唱し、1938年に同名著書を刊行した。当時65歳のホイジンガは、歴史･文化での著名な学者だった。ホイジンガの「ホモ･ルーデンス」以来、「遊び」の文化としての理解が高まった。
　では、ホイジンガは遊びの中で賭博をどう視ていたのだろうか。ホイジンガのホモ･ルーデンスの著作は、もとより賭博について書かれたものでない。同著から賭博論を引き出すことには多分に偏りが否定できないが、参考になる言葉もある。（なお、同著の引用は高橋英夫訳／中公文庫本による要旨）
①遊びには緊張が重要な要素を演じるとし、賭け事とスポーツ競技に至って絶頂に達する。（P39）
　②サイコロ遊びは文化そのもののためには非生産的で精神や人生に何一つもたらさない。（P114）
　③闘争や遊びは賞、賭け金、利得など「求めて」行われる。（P120）
　④賭博師と相場師の心構えの差はきわめて僅か（P125） 

　⑤訴訟は正・不正をめぐって勝敗を争う抗争で、遊びの要素が姿を現してくる。（P172，173）
　⑥英国の法律は訴訟を「賭け」という名で二形式を定めた。（P182）
　⑦訴訟における遊びの形式は「賭け」「競技」「言葉の争い」（P183）
　「遊び」は必要は文化だが、賭博は不必要といえる。
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原発カジノ
　「原発カジノ」という言葉を環境ＮＰＯのグリーンピースが使っている。原発メーカーに責任を持たせるべきと、日立、東芝、三菱らメーカーの株主総会での抗議行動で使ったものだ。イチエフ（福島第一原発）事故の責任はメーカーにもあるという主張である。
アメリカの原発以来、原発の安全設計には安全性上の欠陥があるといわれる。日本の「原子力損害賠償法」は上限を決めず無限責任だが、電力会社の入る保険の賠償金の上限は1200億円。20兆円という福島原発の賠償額に著しく少ない。そもそも原子力保険は地震、津波、噴火事故をカバーしない。地震は政府が1200億円を支払う約束で、イチエフでは税金から支払済み。それ以上は東電が払いきれないときに「国が援助する」という仕組みである。
グリーンピースの調査では、原子力損害賠償法案の審議で、原子炉メーカーへの求償は「故意または重過失」の場合となっていた原案から「メーカーの不安を除くため削除」されたという。すなわち、原子炉メーカーは自らの故意により生じた場合以外は責任を問われない。逆に言えば、メーカーは事故被害が甚大で補償が不可能なレベルになり得る被害を認識していたのだ。グリーンピースは製造物責任法（ＰＬ法）のように原子力損害賠償法を改正すべきという。ボパール事故のあったインドやロシア、韓国ではメーカーにも過失責任がある。そして、原発は消費者の声、投資者の「社会的責任投資（ＳＲＩ）」が必要で、消費者がビジネスに倫理を問うことが不可欠という。
「原発カジノ」の言葉は、原発は事故があれば計り知れない環境破壊、社会的影響を与える“ギャンブル”との評価に由来する。メーカーにも責任を負わせようと、東電、日立の株主総会で株主に訴えたものだ。グリーンピースは、原発を「ギャンブルといっても、リスクは国が負ってくれるというイカサマつき」と註を付している。
原発カジノ・原発ギャンブルには、原発をハイリスクな賭けと評価し、これで良いのかという訴えがある。投資者、預金者、納税者、消費者、そして国民全体をまきこむ原発ギャンブルの「胴」となってテラ銭を稼ぐ電力企業と、それを許可する悪代官（政府・役人）に見立てると、その仕組みもわかる。
「Nuclear gamblers must pay」（原発ギャンブラーは支払いを）とのプラカードで原発ルーレット台を設置し「原発カジノ」を模してリスクをアピールする。こんなアイデアが本当のカジノ反対運動にも欲しいものだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（よ）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「順法営業」が記事になるパチンコ
　2014年1月17日、奈良県遊技業協同組合の相羽宗一郎理事長、下村優専務が奈良新聞社を訪問し、同社長らに「遊技人口が前年より150万人減り、売上もピーク時の3分の2になったが、今後も順法営業をし、高齢者の大衆娯楽への努力をしたい」と抱負を述べたという（同紙1月18日）。
　この記事は次のように解釈できる。「県内業者は近年大手パチンコ店に押されている。若い人はゲーム機に関心をし、パチンコ離れもあり、パチンコ人口が減った分売上も減って苦しい情況にある。これまで私たち業界は脱税や風俗営業法違反など摘発されており、順法精神に欠けると言われてきたが、今後は順法営業を第一に対策を講じていきます。」
　これは率直に業界が非合法な営業をしていることを認めているものに他ならない。この非合法営業を一地方紙に訪問して語ることが“平気”な理事長らは正直であるが、公然として語ることに是正も追及しないこれらメディアにも驚く。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
投資と投機と賭博
　投資は利益を得るために資金を提供すること、投機とは価格の上下変動の差を利用して私益を得るものである。有用なものを生む会社の株式は「投資」といえた。しかし、外国への投資信託など複数客の金を集めてリスクのある「投資」をし、その結果から手数料を取って信託者に返す場合、元本割れも生じ、預金とは異なる。株式投機と同様のものとなる。これは信託銀行がしても証券会社がしてもよい似たものとなっている。
　投機は砂糖、大豆、米など商品先物取引が典型である。商品の価格変動の差を予測して売り買いするもので、昔は業界筋の必要な価格平準化策として容認されたが、今は一般にも参入を認め、商品取引企業が素人を誘惑する。株式や円・ドル・ユーロの為替差益さえ取引され、事実上、素人にも開かれ導かれるのでは「賭博」そのものである。
　この売り買いの商品取引にあたっては「証拠金」が必要。これは差益の損失を証拠金で埋め合わせできる範囲で取引させるもので、価格変動が限度を超えると「追証拠金」を求められる。追証拠金がないと「損切り」される。
　投資（投信）と投機は一見異なっているようだが、投資といっても年月が限られて決済期が来る。株式取引は日々価格が変動し、今のほとんどがその企業の配当額よりも、値の変動により売買差額を狙う投機株式取引である。
　このように今や「投資」と「投機」の区別がつきにくいものになっている。投資といっても富を「育てる資本主義企業」へのものでなく、ヘッジファンドなど「売り投げる資本主義企業」のマネーゲームとなり、「利ざやを狙う」ものが多い。この実体は投機である。
　日本では2013年、外国人投資家が15兆円買い越し、日本人が14兆円売り越した。このゲームによる株高や円安は、労働者への「公正で安定した分配」や税と福祉の「公正負担と分配」にはなっていない。日本は投機中心のマネーゲームの金融資本主義の下にあり、景気循環による「景気回復」をアベノミクスの魔法と信じている人が多いのである。
　アベノミクスは投機という賭博が盛んになり喜んでいるだけである。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルとマネーロンダリング
　宝くじやtotoの当せん金は法律で課税されず、もちろん一時所得税の申告義務もない。誰がその金を得たかは「プライバシー」で、払い渡し銀行もその名を言わない。博打の金は全て闇の金になる。宝くじ、totoの購入金は出先を告知する義務もない。その購入金が盗んだ金や非合法な方法で入手したものかを売主がチェックすることもない。
　さて、宝くじ等は現状、購入金の平均45％が当せん金となるシステムだ。仮に1億円の闇金を4500万円にする覚悟があれば、各地で大量に券を購入すればマネーロンダリング（洗浄）できる。これは「合法的」なマネーロンダリングだ。
　実は、公営競技では盗んだ金もマネーロンダリングできる。（しかし、75％の平均配当金を得ることは事実上難しい。）これらの公認賭博の当せん金は源泉徴収もされず、誰が勝ったか記録されないので税務当局にも判らない。法律上は一時所得を申告すべき者は多いし義務だが、申告する者はいない。公営賭博は脱税の「大通り」なのである。だから、損はするがマネーロンダリングはできる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　☆ギャンブルオンブズクイズ☆　（答えは１０頁）
第１問　次のギャンブル関係一覧表を正しく記入して下さい。
	施行年
	種類
	法律
	現監督省庁
	投票券名
	場外券売場

	昭和２３
	①
	当せん金付証票法
	Ａ
	当せん金付証票
	

	昭和 １
	競馬
	競馬法
	農林水産省
	勝馬投票券
	ウイング

	昭和２３
	競輪
	（１）
	経済産業省
	ア
	［１］

	昭和 ２
	②
	小型自動車競争法
	Ｂ
	イ
	［２］

	昭和 ３
	競艇
	（２）
	Ｃ
	ウ
	［３］

	平成１０
	ｻｯｶｰくじ
	（３）
	Ｄ
	エ
	

	昭和２３
	③
	風適法
	警察庁
	
	


第２問　飲み屋と呑み屋の区別は？
第３問　人や動物を使ったゲームや賭博にはどんなものがあるでしょう？
公営ギャンブルで依存症になったら、治療費損害を賠償請求できる？
　カナダＣＢＣニュースによると、カナダ・ケベック州で公営ギャンブル（宝くじ外）で依存症要治療となった者が25年間に200万人いるとして、被害者グループが州を相手取り治療費10億ドルを請求、州は総計5000万ドル（一人当たり年10万円）を支払うといわれる調停が成立したという。
　一種のクラスアクション（集団訴訟）であるが、公認ギャンブルに要治療者が生まれるのは必至である。日本の政府、自治体も、公認ギャンブルによる損害を認められると依存症による社会的費用を自ら償うことになり、収益の経済的メリットもほとんど失われることになろう。
1984年～2008年まで25年間、対象依存人口平均200万人、費用一人当たり年10万円とすれば。日本で適用すると5兆円になる。（10万円×200万人×25年＝5兆円）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
カジノ反対の歌・唄シリーズ②　　スーダラ節（クレ―ジーキャッツ）
　この歌は、酒、バクチ、女を追いかけて失敗する悲哀の歌（青島幸男氏の作詞）。一番はチョイト一杯のつもりで呑んでベンチでゴロ寝、二番は競馬の大穴狙いですっからかんになります。全て「分かっちゃいるけどやめられねえ」と反省の言葉もなく、スラスラスイスイといけたらという甘い思いを皮肉るようでもあります。
　この歌でカジノを歌うと次のようになります。（カジノスーダラ節）
　　チョイト一発ためしてカジノ　　いつの間にやら呑み込まれ　
気がつきゃ給与もなくし　　スッカラカンのカラカラ　
これじゃ嘘ついて前借りすかないよ　　　分かっちゃいるけどやめられねえ　　　
カジノ反対の歌・唄シリーズ③　　走れコータロー
　美濃部都知事が公営ギャンブル廃止を言った頃の歌。ソルティー･シュガーの「これから始まる大レース･･･」という歌唱の間のセリフに美濃部発言が入ります。「公営ギャンブルをどのように廃止するかという問題につきまして･･･」としつつ、第4レースを予想するものです。
カジノにすると「これから始まるカジノレース　ひしめきあっていななくはＩＲ特区の取り合いだ　まずはお台場本命か」といったところでしょう。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ギャンブル狂歌
あ　呆れたな　カジノ誘致を我れ先に　被災者忘れ　特定地区に　　　　　（東日本大震災被害者）
い　いにしえの　別荘地にて始まりし　金持ちだけの賭け事由来　　　　　（モンテカルロ）
う　恨みなり　運にほされてツキもなし　持ち金失い　借金残し　　　　　（負けた賭け客）
え　悦楽は　ギャンブルに勝ち　大金を　得られたときの　忘られぬ夢　　（依存症ギャンブラー）
お　大阪の痴事と恣長が手を組んで　埋めた夢洲　カジノリゾート　　　　（松井・橋下）
か　カジノなら　まずはお台場第一号　オリンピックで　儲けをしたい　　（イノセ賭痴事）
き　君が行く　公営競技はどれだとて　賭けを続けば　損する仕組み　　　（大数法則）
く　釧路には　是非招きたい　ＩＲ　人来ず金来ぬ　町興すため　　　　　（北海道ＪＲ）
け　競輪と競馬、競艇　三競に　参詣するは　三狂という　　　　　　　　（３Ｋ・サンケイ）
こ　このたびは　他に先駆けて特定区　カジノのシティに　自治体（似痴態）競走　（ヨーイドン）
さ　先走る　カジノ議連のその本音　お金もくれる　票ももらえる　　　　（アイ・アール議員）
し　シーガイア　リゾート法で造りしも　赤字の為に　カジノが欲しい　　（宮崎・セガ）
す　スロットは　既に万余のミニカジノ　２０兆円　日本の博打　　　　　（パチスロ）
せ　税金が　勝ったレースの賞金は　自主申告で納税すべし　　　　　　　（税務署）
そ　相場する　先物投機　ネットまで　合法仮面の賭博そのもの　　　　　（投機相場は賭場）
た　宝くじ　射倖心まで　おく（億）深く　夢を買わせて　空くじ大半　　（どちらもジャンボ）
ち　血が騒ぐ　脳の仕組みを利用して　病的賭博　生んで殖やして　　　　（ドーパミン等）
つ　罪になる　賭博と遊び　その区別　時場と金額　誰がやるかで　　　　（裁判員不在）
て　摘発の記事が絶えない　パチスロの　釘調整と脱税事案　　　　　　　（業者団体も自認）
と　トトカルチョ　サッカーくじというけれど　機械が決めるＢＩＧ中心　（３ＢＩＧ）
な　長崎のハウステンボス立て直す　内外客の　カジノの金で　　　　　　（ＨＩＳ）
に　日本の最大賭博　パチスロは　１万２千店　売上２０兆円　　　　　　（パチンコ遊技業組合）
ぬ　盗みして　賭博つぎ込む罪人に　鼠小僧も　歴史の事実　　　　　　　（義賊は嘘）
ね　狙うのは　長く続けるリピーター　あの手この手で　賭けに釘付け　　（パチスロ～カジノ）
の　ノミ行為　犯罪にして罰すべし　公営賭博　邪魔する故に　　　　　　（処罰するのは誰の為）
は　パチンコは子供遊びが風俗業　球を換金　賭博そのもの　　　　　　　（三店方式）
ひ　ビジネスのゲームで金を儲けらる　　カジノ導入　絶好機会　　　　　（民営賭博公認へ）
ふ　複合のリゾート施設に何時までも　居らせるために　賭博欠かせぬ　　（ＩＲの論理）
へ　辺野古への米軍基地を認むれば　５００億でも　カジノの基地も　　　（金を票にするバクチ）
ほ　北海道　札幌、小樽、苫小牧、釧路　４市が　カジノ取り合い　　　　（北の町ではよし）
ま　負けたとて　平気でおれる金持ちの　遊びの賭けを　大衆にさせ　　　（大衆収奪賄賂）
み　宮城県　津波の跡の復興は　米の里より　カジノとりたし　　　　　　（名取り喰う庫）
む　夢中にす　賭ける楽しみ　減らしたら　病気は減るが　儲けにならぬ　（公営賭博協会）
め　目指すのは　福祉の為というけれど　バクチの胴は　ヤクザのやること（役に立たぬがヤクザ）
も　儲けすぎ　賭客が思う控除率　それでも赤字じゃやめるしかない　　（公営賭博外部監査結果）
や　ヤクザ生む　闇の賭けより合法化　コントロールで「自由な社会」（合法化してもヤクザは残る）
ゆ　遊技器具　調整をして客を呼び　アンフェアな風俗営業　　　　　　（パチスロ生き残るため）
よ　幼少の頃より賭けに慣れさせる　カジノ導入論者は語る　　　　　　　（代償大学者）
ら　ラッキーと金の得らるる射倖心　楽する夢を教育します　　　　　　　（橋の下の教育）
り　理解して依存脱する難しさ　どこにもあるぞ　くじとパチスロ　　　　（誘惑多すぎ）
る　累積の赤字ケイリン　やめたいが　補償金なく　とにかく続け　　　　（地方競輪場）
れ　レースをば　楽しむよりも　勝ち負けの　結果だけしかない競技　　　（でも公営競技）
ろ　ロッタリー　くじの歴史に罪なもの　ロト３･４･５　６･７と拡大　（ﾅﾝﾊﾞｰくじにｽｸﾗｯﾁまで）
わ　我が子をば車内に放置　熱病死　親の頭を過熱パチスロ　　　　　　　（脳ごと支配）
ゐ　イカサマは客から金をボッタクリ　ゲームではなく詐欺の手法だ　　　（今もあるよ）
う　馬好きは競馬好きとは異なるも　肩身は狭し　ギャンブルのため　　　（馬違われる）
ゑ　円状に何回廻る　競馬１　競艇４に　競輪４～５周　　　　　　　　（オートレースは６周回）
を　追丁は柳と桐を取り除き　２枚か３枚　カブ（九）目指す　　　（花札の柳は11月、桐は12月）
ん　んとまあ　ギャンブル世界　狂気なり　客も胴元　依存症なり　（金とスリルと　否　スルリ）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
☆ギャンブルオンブズクイズ　答え☆
第１問　　１　２３　　２　２６　　３　２６
　　　　　①　宝くじ　　②　オートレース　　③　パチンコ
　　　　　Ａ　総務省　　Ｂ　経済産業省　　Ｃ　国土交通省　　Ｄ　文部科学省
　　　　　ア　車券　　イ　車券　　ウ　舟券　　エ　toto、BIG、スポーツ振興投票
　　　　［１］サテライト　　［２］ボートレース　　［３］ボートピア
第２問　　酒を飲ませる店を飲み屋と言うが、居酒屋などで呑み屋と書いている処も。呑み屋とは①証券・商品取引で客の注文を受けるも取引員が市場を出さず自分かその相手となり売買があったようにみせる違法行為、②公営競技の券を根拠のない者が販売する、いわゆる「呑み行為」をする者をいい、いずれも罰則規定があります。①は背任や詐欺に類するもの、②は公営賭博の営業妨害であり、賭博罪より重罪とされています。
第３問　　動物を使うゲーム、ギャンブルは、競走（レース）と闘いに区別できます。
　　　　　競走は、馬、犬、ラクダ、イルカ、象、ネズミ、鳩、鷹、鶯など。
　　　　　闘いは、牛、犬、羊、熊、穴熊、マングース、魚、蛇、トカゲ、こおろぎ、クモ、甲虫、サソリ、カニなど。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
“賭博場”ウオッチングレポート募集
　　会員・読者の多くの方は、自らは賭博を好まれず、また参加されない方が多いと思います。しかし、私たちは現実の“賭場”を知る必要があると思います。実は皆さまのお近くでも、意外に①競馬、競輪、競艇、オートレースの本会場、②ウイング、ボートピア、サテライト等の場外券売場、そして③パチンコ・スロット、宝くじ、toto、ナンバーくじ等を換金しているところがあるのです。
　　かつて住之江競艇場の見学ツアーを行いましたが、ウイング、ボートピア、サテライトの具体的な場所はＨＰをご覧下さい。ここに行くと全国の競馬、競輪、競艇が放映されており、常にそこで券を買っている様が見られます。
　　③はあまりに身近にあります。例えば、スクラッチくじの場合、その場で当せん金（但し1万円まで）を渡していますので、それもウオッチングできます。
ギャンブルオンブズマン
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当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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